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は
じ
め
に

些
か
旧
聞
に
属
す
る
話
で
は
あ
る
が
、
二
〇
一
四
年
六
月
、
カ
タ
ー
ル
の
ド
ー

ハ
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
」（U
nited　

N
ations　

Educational　

Scientifi c　

and　

Cultural　

O
rganization

＝U
N
ESCO

、
以

下「
ユ
ネ
ス
コ
」と
略
す
）
の
第
三
八
回「
世
界
遺
産
委
員
会
」（W

orld　

H
eritage  

Com
m
ittee

＝W
H
C

）は
、群
馬
県
の「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」（T

om
ioka  

Silk　

M
ill　

and　

Related　

Sites

）
を
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
し
た）

1
（

。
こ

の
富
岡
製
糸
場
の
創
設
に
際
し
て
は
、
こ
の
度
新
一
万
円
札
の
肖
像
に
採
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
渋
沢
栄
一（
当
時
大
蔵
省
租
税
正
）が
、
民
部
省
で
製
糸
場
の
設
計
に

携
わ
り
、
富
岡
製
糸
場
設
置
主
任
を
努
め
た
尾
高
惇
忠
を
初
代
工
場
長
に
任
命
し

た
）
2
（

。
尾
高
は
渋
沢
の
従
兄
で
あ
り
論
語
の
師
で
も
あ
っ
た
。
更
に
尾
高
の
娘
の
勇

が
工
女
第
一
号
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
何
れ
も
埼
玉
県
深
谷
の
出
身
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、「
富
岡
の
主
役
は
深
谷
」
と
し
て
、
新
聞
で
紹
介
さ
れ
て
い
た）

3
（

。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
富
岡
製
糸
場
を
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
し
た
ユ
ネ
ス
コ
と
、

こ
の
渋
沢
栄
一
の
い
と
こ
達
が
、
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
余
り
知
ら
れ

て
い
な
い）

4
（

。
本
稿
で
は
、
尾
高
朝
雄
な
ど
尾
高
惇
忠
の
縁
者
達
に
よ
る
、
日
本
の

ユ
ネ
ス
コ
加
盟
に
際
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

ユ
ネ
ス
コ
に
向
け
て
の
日
本
の
動
向

周
知
の
よ
う
に
ユ
ネ
ス
コ
は
、
国
際
連
合
（
以
下
「
国
連
」
と
略
す
）
の
経
済

社
会
理
事
会
の
下
に
、
教
育
、
科
学
、
文
化
の
発
展
と
推
進
を
目
的
と
し
て
、
一

九
四
五
年
一
一
月
一
六
日
に
採
択
さ
れ
た「
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
憲
章
」

（「
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
（T

he Constitution of U
N
ESCO

）」）
に
基
づ
い
て
一
九
四
六

年
一
一
月
四
日
、
設
立
さ
れ
た
。

日
本
に
関
し
て
は
、
こ
の
ユ
ネ
ス
コ
の
正
式
成
立
前
の
一
九
四
六
年
三
月
、
来

朝
し
た
米
国
教
育
使
節
団
（U

nited　

States　

Education　

M
ission

）
の
報

告
書
が
、「
日
本
国
民
が
教
育
の
民
主
化
を
進
捗
せ
し
め
、
か
つ
他
国
民
と
の
関

係
が
更
新
さ
れ
る
に
つ
れ
、
国
際
連
合
教
育
科
学
及
文
化
部
（U

nited　

 N
ations  

Educational　
Scientifi c　

and　

Cultural　

O
rganization

）
が
そ
の
力
と
影

響
と
の
増
大
を
見
せ
る
で
あ
ら
う
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。（
中
略
）
遠
か

研
究
ノ
ー
ト

日
本
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
の
側
面

　
　

神　

山　

晃　

令
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ら
ず
日
本
も
ま
た
こ
の
仲
間
の
一
員
（m

em
ber of this fellow

ship

）
に
迎
へ

ら
れ
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と

し
て
、
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
を
想
定
し
て
い
た）

5
（

。
ま
た
、
翌
一
九
四
七
年
二
月

に
は
、「
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
」（
会
長
志
賀
直
哉
）
が
、
そ
の
再
建
に
際
し
て
制
定

し
た
規
約
の
中
で
、「
将
来
、
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
、
な
お
又
ユ
ネ
ス
コ

と
の
連
絡
を
期
す
る
」
と
規
定
し
て
い
た
よ
う
に
、
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
参
加
へ
の

熱
意
を
示
し
て
い
た）

6
（

。
更
に
、
同
年
七
月
一
九
日
、
仙
台
に
お
い
て
土
居
光
知
東

北
大
学
教
授
な
ど
を
中
心
と
し
て
、「
将
来
日
本
に
も
設
立
を
予
想
さ
れ
る
ユ
ネ

ス
コ
国
内
委
員
会
を
通
じ
、
こ
れ
に
協
力
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
実
施
す
る
諸
活
動
を

援
助
し
、
廣
く
国
内
各
層
に
ユ
ネ
ス
コ
の
理
解
と
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
協
力
者
を
求
め

よ
う
と
す
る
」
た
め
に
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
に
先
駆
け
て
「
仙
台
ユ
ネ

ス
コ
協
力
会
」
が
設
立
さ
れ
た）

7
（

。
そ
し
て
、
一
一
月
に
は
東
京
の
日
比
谷
公
会
堂

に
お
い
て
第
一
回
日
本
ユ
ネ
ス
コ
運
動
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る）

8
（

。

こ
の
よ
う
な
民
間
活
動
を
背
景
と
し
て
、
政
治
の
関
心
も
ユ
ネ
ス
コ
に
向
け
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
憲
法
施
行
後
初
め
て
一
九
四
七
年
六
月
三
日
に
開
会
式

が
行
わ
れ
た
第
一
回
国
会
に
お
け
る
七
月
八
日
の
衆
議
院
文
化
委
員
会
第
三
回
打

合
会
で
、
外
務
省
の
松
井
明
情
報
部
渉
外
課
長
等
に
よ
っ
て
ユ
ネ
ス
コ
に
関
す
る

説
明
会
が
行
わ
れ）

9
（

、
八
月
一
九
日
の
同
委
員
会
で
は
佐
々
木
盛
雄
議
員
（
日
本
自

由
党
）
に
よ
り
、「
日
本
の
平
和
維
持
の
た
め
に
、（
中
略
）
国
際
連
合
並
び
に
ユ

ネ
ス
コ
へ
の
参
加
の
一
日
も
速
や
か
な
ら
ん
こ
と
を
熱
望
し
て
お
る
も
の
で
あ
り

ま
す
」
と
の
質
問
が
な
さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
関
心
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
森
戸
辰
男
文
部
大
臣
は
、「
国
際
連
合
に
加
入
で
き
る
と
い
う
名
誉
を
与
え
ら

れ
る
に
先
だ
っ
て
、
実
は
ユ
ネ
ス
コ
に
参
加
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
こ
と
が
、
私

ど
も
に
と
っ
て
は
こ
の
上
な
い
仕
合
せ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
又
世
界
の
平
和

に
と
っ
て
も
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
存
じ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
、
日

本
の
国
連
加
盟
以
前
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
に
つ
い
て
言
及
す
る
答
弁
を
行
っ
た）
10
（

。
ま

た
、
九
月
二
五
日
の
文
教
委
員
会
に
お
け
る
松
原
一
彦
議
員
（
国
民
協
同
党
）
の

質
問
に
対
し
て
、
森
戸
大
臣
は
、「
日
本
の
国
が
国
際
連
合
の
一
員
と
な
り
ま
す
れ

ば
、
進
ん
で
ユ
ネ
ス
コ
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
と
存
じ
て
お
り
ま
す
る
し
、
又
国

際
平
和
会
議
が
開
か
れ
る
前
に
も
、
ユ
ネ
ス
コ
に
参
加
す
る
準
備
は
順
次
な
さ
る

べ
き
で
あ
る
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。」
と
、
国
連
加
盟
後
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
と
と

も
に
講
和
会
議
以
前
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
準
備
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
た)11

(

。
講
和

会
議
以
前
に
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
を
目
指
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
社
会
党
吉
川
末
次
郎

議
員
提
出
の
質
問
趣
意
書
に
対
す
る
九
月
二
三
日
付
答
弁
書
（
内
閣
参
甲
第
六
六

号
）
で
も
、「
我
国
が
連
合
軍
司
令
部
に
よ
り
一
切
の
外
交
関
係
を
停
止
せ
ら
れ

て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
、
講
和
会
議
以
前
の
加
盟
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
は
講
和
条
約
締
結
後
早
晩
起
こ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
準
備
が
民
間
を
中
心
と
し
て
現
在
既
に
開
始
せ
ら
れ
る
こ
と
は
望
ま
し

い
。
政
府
は
民
間
の
か
か
る
準
備
に
極
力
協
力
す
る
方
針
で
あ
る
。」
と
さ
れ
て

い
た）
12
（

。
ま
た
、
こ
れ
以
前
の
九
月
五
日
に
は
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
制
定
に
携
わ
っ
た

中
国
の
程
天
放
（Cheng T

ien-fang

）
ユ
ネ
ス
コ
代
表
を
囲
む
懇
談
会
も
開
催

さ
れ
て
い
た）
13
（

。
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二　

ユ
ネ
ス
コ
に
お
け
る
日
本
人
招
請
運
動

他
方
、
一
九
四
七
年
一
一
月
に
メ
キ
シ
コ
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
ユ
ネ
ス
コ
総

会
に
お
い
て
、
中
国
の
孟
治
（M

eng Zhi

）
代
表
代
理
は
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局

に
対
し
て
、「
日
本
の
教
育
、そ
の
流
れ
と
傾
向
」な
ど
に
つ
い
て
連
合
国
軍（A

llied  

Pow
ers

）
と
協
議
す
る
よ
う
求
め
る
決
議
案
を
提
出
し
、
採
択
さ
れ
た）
14
（

。
こ
の
決

議
に
基
づ
き
、
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー
（Julian H

uxley

）
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
は
、

郭
有
守
（K

uo Y
u-shou

）
事
務
局
長
極
東
問
題
特
別
顧
問
（Special A

dviser  

to the D
irector-General for A

sia and the Far E
ast

）
を
連
合
国
最
高
司

令
官
総
司
令
部
（G

eneral H
eadquarters, Suprem

e Com
m
ander for  

the A
llied Pow

ers

＝GH
Q
/SCA

P

、
以
下
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
略
す
）
と

の
交
渉
役
に
任
命
し
た）
15
（

。
郭
顧
問
は
、
翌
一
九
四
八
年
九
月
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局

員
と
し
て
、
初
め
て
占
領
下
の
日
本
に
お
い
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（D

ouglas　

M
acA
rthur

）
連
合
国
最
高
司
令
官
以
下
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
関
係
者
及
び

日
本
政
府
の
責
任
者
や
民
間
ユ
ネ
ス
コ
団
体
の
活
動
家
な
ど
と
会
談
し
、
ユ
ネ
ス

コ
と
日
本
と
の
関
係
強
化
の
必
要
性
を
強
調
し
た
報
告
書
を
纏
め
た
の
で
あ
る）
16
（

。

こ
の
報
告
書
は
、「
ユ
ネ
ス
コ
に
関
す
る
情
報
を
日
本
に
頒
布
す
る
こ
と
」
な

ど
を
勧
告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
「
ユ
ネ
ス
コ
の
国
際
会
議
に
、

日
本
人
専
門
家
を
随
伴
す
る
連
合
国
人
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
を
派
遣
す
る
や
う
総
司

令
部
に
招
待
状
を
出
す
こ
と
」
も
含
ま
れ
て
い
た）
17
（

。
こ
れ
に
基
づ
き
、
一
九
四
八

年
一
一
月
、
ベ
イ
ル
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
第
三
回
総
会
に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
民
間
情
報
教
育
局
（Civil　

Inform
ation　

and　

Education　

Section

＝CIE

）
の
宗
教
文
化
資
源
部
（Religion　

Culture　

Resources　

Section

）
の
Ｗ
・
Ｋ
・
バ
ン
ス
博
士
（D

r. W
illiam

 K
. Bunce

）
が
、
オ
ブ
ザ
ー

ヴ
ァ
ー
と
し
て
出
席
す
る
こ
と
と
な
っ
た）
18
（

。
そ
し
て
、
同
総
会
に
お
い
て
は
、

一
二
月
六
日
、「
日
本
に
お
け
る
関
係
諸
団
体
、
及
び
特
に
教
育
者
に
対
し
て
」、

ユ
ネ
ス
コ
の
諸
活
動
の
周
知
、
情
報
交
換
及
び
教
科
書
問
題
の
研
究
を
奨
励
し
、

そ
の
た
め
の
人
材
交
流
な
ど
、「
日
本
と
の
諸
関
係
（
一
九
四
九
年
度
に
お
け
る
）

に
関
す
る
決
議
」
が
採
択
さ
れ
た）
19
（

。
こ
の
決
議
で
は
、
先
の
郭
報
告
で
勧
告
さ
れ

た
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
に
よ
り
連
合
国
最
高
司
令
官
の
ユ
ネ
ス
コ
会
議
へ
の
招

請
が
促
さ
れ
、
更
に
「
招
請
を
受
け
た
連
合
国
最
高
司
令
官
代
表
は
、
開
催
地
の

国
が
異
議
を
申
し
立
て
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
、
且
つ
事
務
局
長
が
日
本
人
の
出

席
が
ユ
ネ
ス
コ
の
目
的
の
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
い
つ
で
も
日
本

人
を
随
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
会
議
へ
の
日
本
人
専
門
家

（Japanese　

experts

）
の
出
席
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る）
20
（

。

こ
の
「
対
日
諸
関
係
決
議
」
に
伴
い
、
翌
一
九
四
九
年
四
月
に
は
、
東
京
に
、

李
煕
謀
（Lee　

Shi-m
ou

）
上
海
市
教
育
局
長
に
よ
る
ユ
ネ
ス
コ
駐
日
代
表
部

（U
N
ESCO

　

Representative　

in　

Japan

）
が
設
置
さ
れ）
21
（

、
五
月
一
六
―
二

〇
日
に
は
東
京
の
「
ラ
ジ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
」
に
お
い
て
バ
ン
ス
博
士
を
委
員
長

と
す
る
「
日
本
問
題
に
関
す
る
専
門
家
委
員
会
」（Expert　

Com
m
ittee　

on  

Japanese　

Q
uestions

）
が
開
催
さ
れ
た）
22
（

。
ま
た
、
同
年
九
月
バ
ン
ス
博
士
が

再
び
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
出
席
し
た
パ
リ
に
お
け
る
第
四
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
は
、

「
千
九
百
四
十
九
年
に
日
本
に
お
い
て
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
り
進
展
せ
し
め
ら
れ
た
諸

活
動
に
関
す
る
事
務
局
長
の
報
告
を
審
査
し
」、
さ
ら
な
る
対
日
活
動
の
拡
大
を
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奨
励
す
る
と
と
も
に
、
ユ
ネ
ス
コ
専
門
家
委
員
会
へ
の
日
本
人
の
参
加
に
つ
い
て

も
、
そ
の
第
六
項
に
お
い
て
「
適
当
な
場
合
に
（in appropriate cases

）
適
格

の
日
本
人
（qualifi ed Japanese

）
を
出
席
さ
せ
る
よ
う
招
請
す
る
こ
と
」
と

す
る
決
議
を
採
択
し
た）
23
（

。
つ
ま
り
、
同
決
議
に
よ
り
、
日
本
人
専
門
家
が
、
連
合

軍
司
令
部
代
表
の
同
伴
者
と
し
て
で
は
な
く
、
単
独
で
参
加
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
ユ
ネ
ス
コ
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
日
本
人
招
請
運
動
に
呼
応
し
て
、

日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
同
年
一
一
月
二
一
日
、
衆
参
両
院
議
員
多
数
の
賛
同
を

得
て
「
ユ
ネ
ス
コ
国
会
議
員
連
盟
」
が
結
成
さ
れ）
24
（

、
同
二
九
日
参
議
院
で
は
、
徳

川
頼
貞
議
員
他
二
四
名
発
議
の
「
一
刻
も
速
か
に
正
式
参
加
を
許
容
さ
れ
ん
こ
と

を
希
望
す
る
。
政
府
は
盛
り
上
り
つ
つ
あ
る
民
間
ユ
ネ
ス
コ
運
動
に
相
応
じ
、
速

か
に
こ
れ
を
一
層
促
進
す
る
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
」
と
の
決
議
を
全
会
一
致

で
採
択
し
た）
25
（

。
そ
し
て
更
に
、
一
二
月
一
日
衆
議
院
に
お
い
て
も
森
戸
辰
男
議
員

他
一
三
名
提
出
の
「
日
本
の
速
か
な
る
正
式
参
加
を
要
望
す
る
。
政
府
は
、
民
間

ユ
ネ
ス
コ
運
動
と
協
力
し
て
、
こ
れ
が
準
備
体
制
を
整
え
、
平
和
精
神
の
振
起
高

揚
に
最
善
を
致
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
決
議
が
な
さ
れ
た）
26
（

。
こ
れ
ら
の
決
議
に
対

し
て
、
参
議
院
で
は
高
瀬
荘
太
郎
文
部
大
臣
か
ら
、
衆
議
院
に
お
い
て
は
川
村
松

助
外
務
政
務
次
官
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
決
議
の
趣
旨
に
沿
っ
て
努
力
す
る
旨
の
回

答
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
）
28
）（
27
（

。

ま
た
こ
の
こ
ろ
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
渉
外
局（Public　

Relations　

O
ffi  ce

＝PRO

）
が
、
翌
一
九
五
〇
年
二
月
二
六
日
付
で
、「
日
本
の
国
際
会
議
参
加
に

関
す
る
米
国
政
府
の
総
司
令
部
あ
て
中
間
指
令
に
関
す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」
を

発
表
し
た
。
こ
の
「
中
間
指
令
（Interim

　

D
irective

）」
は
、「
連
合
国
最
高

司
令
官
は
、
自
己
の
判
断
及
び
そ
の
引
き
続
き
保
持
す
る
管
理
権
限
に
基
づ
き
、

日
本
が
参
加
、
加
入
ま
た
は
出
席
の
招
請
を
受
け
、
且
つ
総
司
令
官
が
占
領
に
役

立
つ
と
考
え
る
専
門
的
性
格
の
国
際
協
定
、
協
約
及
び
会
議
な
ど
に
各
国
別
に
ま

た
は
数
カ
国
と
と
も
に
参
加
す
る
こ
と
を
許
可
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
ユ
ネ

ス
コ
な
ど
国
際
会
議
へ
の
日
本
人
の
参
加
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た）
29
（

。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
日
本
人
参
加
者
た
ち
へ
は
、
同
年
一
月
五
日
付
「
日
本
人
の
海
外
旅
行
申

請
に
関
す
る
総
司
令
部
覚
書
」（SCA

PIN

（SCA
P　

Index　

N
um
bers

）

2072

）
に
基
づ
き
、
日
本
政
府
が
渡
航
申
請
を
受
理
し
、
審
査
を
行
っ
た
上
で
総

司
令
部
の
最
終
的
承
認
を
受
け
て
発
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
旅
券
を
携
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る）
30
（

。

三　

ユ
ネ
ス
コ
へ
の
日
本
人
参
加

こ
の
よ
う
な
日
本
国
内
外
に
お
け
る
動
向
に
呼
応
し
て
、
日
本
政
府
は
、
一
九

五
〇
年
五
〜
六
月
に
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
開
催
さ
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
の
第

五
回
総
会
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
と
し
て
三
度
目
と
な
る
バ

ン
ス
博
士
と
と
も
に
、
当
時
横
浜
連
絡
調
整
事
務
局
長
で
あ
っ
た
鈴
木
九
萬
を
、

さ
ら
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
で
デ
ィ
ー
ス
博
士
（D

r. Bow
en C. D

ees

）
と

と
も
に
勝
沼
精
蔵
名
古
屋
大
学
総
長
及
び
尾
高
朝
雄
東
京
大
学
法
学
部
教
授
を
参

加
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る）
31
（

。
こ
れ
は
前
述
の
第
三
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
決
議

及
び
総
司
令
部
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
日
本
人
と
し
て
初
め
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て
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
へ
の
出
席
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、「
わ
が
国
の
ユ
ネ
ス
コ

運
動
を
世
界
に
認
識
さ
せ
、
且
つ
国
内
の
ユ
ネ
ス
コ
体
制
並
び
に
運
動
に
示
唆
す

る
と
こ
ろ
多
大
」
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
か
っ
た）
32
（

。

さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
尾
高
教
授
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
出
席
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
同
教
授
は
、
こ
れ
よ
り
先
の
一
九
四
七
年
に
、
同
教
授
の
論
文
「
国
民
主

権
と
天
皇
制
」
に
つ
い
て
、
宮
沢
俊
義
東
京
大
学
法
学
部
教
授
と
論
争
（
尾
高･

宮
沢
論
争
）
す
る
な
ど
し
て
い
た
が
、
同
教
授
の
母
方
の
祖
父
は
先
に
紹
介
し
た

渋
沢
栄
一
で
あ
り
、
父
方
の
祖
父
が
ユ
ネ
ス
コ
の
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
富
岡

製
糸
場
の
初
代
所
長
で
あ
っ
た
尾
高
惇
忠
で
あ
っ
た
の
で
あ
る）
33
（

。

こ
の
尾
高
教
授
は
、「
占
領
下
の
日
本
は
、
ま
だ
日
本
国
代
表
の
資
格
で
こ
の

よ
う
な
国
際
会
議
に
人
を
送
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
わ
れ
わ
れ
五

人
は
、
総
司
令
部
代
表
と
い
う
こ
と
で
各
国
代
表
の
最
後
列
に
席
を
あ
た
え
ら
れ

た
」
の
だ
が）
34
（

、「
私
は
、
日
本
を
出
る
と
き
、
侵
略
戦
争
の
当
の
責
任
者
と
し
て
、

額
に
罪
の
烙
印
を
お
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、晴
れ
の
国
際
会
議
に
出
て
も
、

さ
ぞ
や
お
ず
お
ず
と
、
肩
身
の
せ
ま
い
思
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

と
予
期
し
て
い
た
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
日
本
に
対
す
る
好
意
に
満
ち
た
発
言

と
処
遇
と
を
予
想
し
得
た
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
懐
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
総

会
の
「
対
日
ユ
ネ
ス
コ
活
動
計
画
の
審
議
」
に
際
し
て
、
王
世
傑
（W

ang　

Shi-jie

）
中
国
代
表
の
「
わ
れ
わ
れ
中
国
人
は
、
軍
国
主
義
に
よ
っ
て
あ
や
ま
ら

れ
た
過
去
の
日
本
を
忘
れ
よ
う
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
と
は
別
の
、
よ
り
よ
き
日
本

を
永
く
心
に
と
ど
め
、
そ
の
日
本
と
協
力
し
て
い
こ
う
」
と
の
発
言
に
見
ら
れ
る

如
く
、
米
国
の
ス
ト
ッ
ダ
ー
ド
（G

eorge D
. Stoddard

）
代
表
及
び
ラ
ダ

ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
（Sarvepalli Radhakrishnan

）
イ
ン
ド
代
表
な
ど
か
ら
も
、

日
本
へ
の
好
意
的
態
度
が
示
さ
れ
て
い
た
と
い
う）
35
（

。
つ
ま
り
、
同
総
会
に
お
け
る

日
本
の
立
場
は
形
式
上
ユ
ネ
ス
コ
の
非
加
盟
国
で
は
あ
っ
た
が
、
実
質
は
「
他
の

加
盟
国
の
場
合
と
異
な
ら
な
い
」
も
の
と
尾
高
は
感
じ
た
の
で
あ
っ
た）
36
（

。

そ
の
後
ユ
ネ
ス
コ
に
お
い
て
は
六
月
一
三
日
、事
業
計
画
委
員
会（Program

m
e  

and　

Budget　

Com
m
ission

）
が
ド
イ
ツ
及
び
日
本
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
活

動
に
関
す
る
問
題
の
討
議
、
検
討
を
行
い
）
37
（

、
同
一
六
日
に
は
、「
教
育
、
自
然
科
学
、

社
会
科
学
、
芸
術
、
書
、
博
物
館
、
図
書
館
、
史
料
館
、
人
物
交
流
及
び
マ
ス
コ

ミ
等
各
分
野
に
於
け
る
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
一
九
五
一
年
日
本
に
於
け
る
普
及
、
協

力
及
び
各
専
門
委
員
会
へ
の
日
本
代
表
の
参
加
を
事
務
局
長
に
実
施
さ
せ
る
」
旨

の
決
議
を
採
択
し
た）
38
（

。
つ
ま
り
、
同
決
議
に
よ
り
更
に
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
日
本
独
自

の
代
表
参
加
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

ユ
ネ
ス
コ
正
式
加
盟
へ
の
動
向

か
く
し
て
こ
れ
よ
り
後
、
日
本
政
府
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
当
局
並
び
に
ユ
ネ

ス
コ
駐
日
代
表
部
を
通
じ
て
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
正
式
加
入
に
傾
注
す
る
こ
と
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、一
一
月
一
六
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
（Sm

ith  

Bradford

）、
エ
イ
ン
ズ
ワ
ー
ス
（T

hom
as W

illiam
 A
insw

orth

）、
バ
ン
ス

な
ど
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
外
交
局
（D

iplom
atic Section

＝D
S

）
及
び
情
報
教

育
局
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
の
担
当
官
と
、
日
本
側
か
ら
は
西
村
熊
雄
条
約
局
長
、
高
橋
通

敏
条
約
課
長
、
吉
田
健
一
郎
文
化
課
長
、
条
約
課
影
井
梅
夫
事
務
官
が
参
加
し
て
、
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日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
入
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
エ
イ
ン

ズ
ワ
ー
ス
か
ら
の「
第
一
に
日
本
は
ユ
ネ
ス
コ
加
入
を
希
望
し
て
い
る
か
ど
う
か
。

第
二
に
日
本
の
加
入
に
当
た
っ
て
日
本
の
内
部
に
難
点
は
な
い
か
ど
う
か
。」
と

の
問
い
に
対
し
、
西
村
条
約
局
長
か
ら
「
日
本
人
は
ユ
ネ
ス
コ
に
加
入
す
る
こ
と

を
一
人
残
ら
ず
心
か
ら
希
望
し
て
い
る
」
と
し
て
、前
述
の
「
ユ
ネ
ス
コ
協
力
会
」

の
運
動
な
ど
民
間
支
持
が
充
実
し
て
い
る
状
況
を
説
明
し
た
。
次
い
で
国
連
非
加

盟
国
で
あ
る
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
入
の
た
め
の
手
続
き
、
す
な
わ
ち
、
ユ
ネ
ス
コ

憲
章
受
諾
書
の
寄
託
手
続
き
及
び
連
合
国
総
司
令
部
に
対
す
る
加
入
許
可
申
請
な

ど
に
つ
い
て
討
議
し
た）
39
（

。

更
に
一
二
月
八
日
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
外
交
局
（
Ｄ
Ｓ
）
の
サ
リ
ヴ
ァ
ン

（W
illiam

 H
. Sullivan

）
と
の
会
談
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
日
本
の

ユ
ネ
ス
コ
加
入
許
可
を
要
請
す
る
「
加
入
許
可
申
請
書
」（authorization

）
及

び
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
宛
の
「
加
入
申
請
書
」（application
）
の
案
文
及
び
そ

の
提
出
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
た）
40
（

。
そ
の
討
議
の
結
果
、
一
二

月
九
日
付
け
で
外
務
省
か
ら
「
加
入
許
可
申
請
書
」
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
宛
に

送
ら
れ）
41
（

、
同
一
一
日
付
で
、
こ
れ
を
許
可
す
る
旨
の
総
司
令
部
覚
書
が
届
け
ら
れ

た
の
で
あ
る）
42
（

。

そ
し
て
こ
の
間
、
八
日
付
で
「
各
国
間
の
文
化
の
国
際
協
力
に
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
は
、
甚
だ
有
意
義
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
加
入
の
た
め
の
手
続

き
を
進
め
る
こ
と
と
致
し
た
く
、
閣
議
を
求
め
る
」
と
の
ユ
ネ
ス
コ
加
入
手
続
き

開
始
に
関
す
る
閣
議
請
議
が
な
さ
れ）
43
（

、
一
二
日
こ
れ
が
了
承
さ
れ
た
（
内
閣
外
甲

第
二
一
号
）。

か
く
し
て
、
一
二
月
一
二
日
午
後
五
時
三
〇
分
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
宛
に
、

加
入
申
請
書
が
大
阪
電
報
局
か
ら
パ
リ
電
報
局
に
向
け
て
無
線
で
送
信
さ
れ
た）
44
（

。

そ
れ
は
、「
日
本
国
外
務
大
臣
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に

対
し
て
敬
意
を
表
し
、
日
本
国
政
府
が
日
本
国
国
会
の
承
認
を
条
件
と
し
て

（subject to approval by the D
iet

）、
こ
の
機
関
へ
の
加
入
を
申
請
し
た
い
旨

を
表
明
す
る
光
栄
を
有
す
る
。
こ
の
機
関
の
設
立
以
来
、
日
本
国
民
の
間
に
は
こ

の
機
関
の
目
的
に
対
す
る
広
範
な
共
感
が
あ
り
、
こ
の
機
関
の
活
動
に
対
す
る
日

本
国
民
の
理
解
と
協
力
と
は
、
全
日
本
を
通
じ
て
ま
す
ま
す
顕
著
と
な
っ
た
。
多

く
の
協
力
団
体
が
、
既
に
組
織
さ
れ
、
こ
の
機
関
の
精
神
を
周
知
さ
せ
る
た
め
に

熱
心
に
活
動
し
て
い
る
。
日
本
国
政
府
は
、
日
本
国
公
衆
の
前
記
の
傾
向
に
深
い

関
心
を
払
い
、
且
つ
、
加
盟
国
と
し
て
憲
章
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る

い
か
な
る
義
務
も
履
行
す
る
用
意
を
有
す
る
。
在
日
連
合
国
最
高
司
令
官
は
、
こ

の
機
関
の
機
能
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
日
本
国
民
及
び
日
本
国
政
府
の
希
望
に
、

積
極
的
な
支
持
（active support

）
を
与
え
た
。
よ
っ
て
、
日
本
国
外
務
大

臣
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
事
務
局
長
に
対
し
て
、
こ
の
申
請
に
正
当

な
考
慮
が
払
わ
れ
る
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
執
ら
れ
る
こ
と
を
要
請
す
る
」
と
し

て
、
同
申
請
が
民
間
の
自
発
的
な
ユ
ネ
ス
コ
運
動
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
係
各
国
の
関
心
を
引
こ
う
と
し
た
の
で
あ
っ

た
）
45
（

。そ
し
て
、
一
五
日
午
前
一
〇
時
四
〇
分
、
日
本
政
府
は
、
こ
の
申
請
電
報
を

一
二
月
一
三
日
受
領
し
た
旨
の
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
か
ら
の
電
報
を
受
け
取
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
受
領
電
報
に
は
、
申
請
書
受
領
と
と
も
に
、「
関
係
当
局
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者
が
行
っ
た
参
考
決
定（reference　

decision　

taken　

by　

all　

interested  

authorities

）」
の
提
出
を
要
請
す
る
と
の
文
言
が
含
ま
れ
て
い
た）
46
（

。
ま
た
一
二

月
一
四
日
付
で
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
か
ら
駐
日
ユ
ネ
ス
コ
李
代
表
宛
に
「
日
本
の
申

請
に
対
す
る
責
任
あ
る
連
合
国
当
局
の
承
認
の
確
認
を
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
司
令
部
に

電
報
で
要
請
し
た
」
と
の
電
報
も
届
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
外
務

省
条
約
局
条
約
課
で
は
、
一
二
月
一
五
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
外
交
局
（
Ｄ

Ｓ
）
サ
リ
ヴ
ァ
ン
と
協
議
し
、
そ
の
結
果
、
こ
の
「
関
係
当
局
が
行
っ
た
参
考
決

定
」
と
は
、
日
本
の
加
入
申
請
を
許
可
し
た
一
二
月
一
一
日
付
総
司
令
部
覚
書
の

こ
と
で
あ
っ
て
、「
占
領
軍
当
局
に
よ
る
許
可
」
と
い
う
よ
う
な
露
骨
な
表
現
を

避
け
て
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た）
47
（

。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
後
、
一
二
月
一
九
日
、
一
五
日
付
の
吉
田
外
務
大
臣
よ
り
ユ
ネ

ス
コ
事
務
局
長
宛
の
国
会
で
承
認
済
み
の
「
正
式
な
加
盟
申
請
書
」（form

al　

application

）
の
発
送
に
あ
た
っ
て
は
、「
関
係
当
局
が
行
っ
た
参
考
決
定
」
と

し
て
、
前
述
の
一
二
月
九
日
付
の
「
加
盟
許
可
申
請
書
」
と
こ
れ
に
対
す
る
一
二

月
一
一
日
付
の
総
司
令
部
「
覚
書
」
が
添
付
さ
れ
た
の
で
あ
る）
48
（

。

こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
を
受
領
し
た
旨
の
ユ
ネ
ス
コ
事
務
次
長
オ
ー
ジ
ェ

（Pierre V
ictor A

uger

）
に
よ
る
書
簡
が
、
翌
一
九
五
一
年
一
月
五
日
届
け
ら

れ
た
。
そ
こ
に
は
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
申
請
は
、「
二
月
二
〇
日
開
催
の
国
連

経
済
社
会
理
事
会
に
提
出
さ
れ
る
」
旨
記
さ
れ
て
い
た）
49
（

。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
よ

り
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
が
実
現
す
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
日
本
国
内
で
は
、
一
月
三
一
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
に
お
け
る
民
主

自
由
党
仲
内
憲
治
議
員
の
ユ
ネ
ス
コ
加
入
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
、
草
葉
隆
圓

外
務
政
務
次
官
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
加
入
申
請
の
経
緯
お
よ
び
国
連
非
加
盟
国
で

あ
る
日
本
の
今
後
の
ユ
ネ
ス
コ
加
入
手
続
き
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た）
50
（

。

か
く
し
て
、
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
申
請
は
、
先
の
オ
ー
ジ
ェ
事
務
次
長
の
回

答
ど
お
り
、
二
月
二
〇
日
チ
リ
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
第
一
二
回
国
連
経

済
社
会
理
事
会
に
上
程
さ
れ
、
三
月
一
四
日
、
過
半
数
の
支
持
を
得
て
）
51
（

、
ユ
ネ
ス

コ
総
会
に
送
付
さ
れ
た）
52
（

。
そ
の
際
、
賛
成
一
三
ヶ
国
中
パ
キ
ス
タ
ン
代
表
ブ
ロ
ッ

ヒ
（A

llah Bukhsh K
arim

 Bukhsh Brohi

）
は
、「
日
本
の
加
入
承
認
に
際

し
て
過
去
は
忘
却
せ
ね
ば
な
ら
ぬ（the past should be forgotten

）」
と
強
調
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ソ
連
ブ
ロ
ッ
ク
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ソ
連
、
チ
ェ
コ
）
及
び

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
が
加
盟
に
反
対
し
、
英
国
は
「
日
本
人
が
国
際
連
合
の
カ
ヴ
ァ
ー

す
る
領
域
に
お
け
る
活
動
に
対
し
ま
だ
準
備
が
出
来
て
い
な
い
（Japanese 

w
ere not yet ready for activity in the fields  covered by the U

N
 

organization

）」
と
し
て
棄
権
し
た
の
で
あ
っ
た）
53
（

。

五　

ユ
ネ
ス
コ
加
盟

他
方
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
一
九
五
一
年
三
月
二
四
日
付
で
「
国
際
連
合
教

育
科
学
文
化
機
関
憲
章
を
受
諾
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
」
に
つ

き
閣
議
請
議
が
な
さ
れ
、
同
二
七
日
了
承
さ
れ
た）
54
（

。
そ
し
て
四
月
二
〇
日
、
日
本

政
府
は
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
ボ
デ
ィ
（Jaim

e T
orres Bodet

）
か
ら
の
ユ
ネ

ス
コ
第
六
回
総
会
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
派
遣
招
請
状
を
う
け
と
っ
た
。そ
れ
は
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
を
通
じ
て
で
は
な
く
、
直
接
吉
田
外
務
大
臣
宛
に
送
付
さ
れ
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た
の
で
あ
っ
た）
55
（

。
但
し
、
外
務
省
で
は
、
同
書
簡
を
受
領
し
、
同
総
会
へ
の
代
表

派
遣
を
承
認
す
る
よ
う
要
請
す
る
書
簡
を
、
五
月
一
七
日
付
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｐ
宛
に
送
付
し
て
い
た）
56
（

。
そ
の
上
で
日
本
政
府
は
こ
の
招
請
状
に
基
づ
き
、早
速
、

第
六
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
参
加
す
る
日
本
代
表
を
、
次
の
よ
う

に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、前
田
多
門
日
本
育
英
会
会
長
（
前
文
部
大
臣
）

を
首
席
と
し
、
徳
川
頼
貞
参
議
院
外
務
委
員
会
委
員
長
、
原
田
健
日
本
国
際
連
合

協
会
常
任
理
事
、
藤
山
愛
一
郎
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
会
長
、
萩
原
徹
在
パ
リ

日
本
政
府
在
外
事
務
所
長
を
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
、
蓮
見
幸
雄
外
務
省
情
報
部
文
化

課
長
、
西
村
巌
文
部
省
調
査
局
審
議
課
長
、
高
橋
覚
外
務
省
条
約
局
第
一
課
長
を

顧
問
、
水
島
三
一
郎
東
京
大
学
理
学
部
教
授
等
を
技
術
顧
問
と
し
て
構
成
す
る
も

の
で
あ
っ
た）
57
（

。

こ
の
代
表
団
は
、「
わ
が
国
の
加
入
申
請
が
総
会
で
可
決
さ
れ
し
だ
い
な
る
べ

く
す
み
や
か
に
加
入
手
続
き
を
完
了
し
て
加
盟
国
と
な
り
、
同
時
に
、
総
会
に
出

席
の
わ
が
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
を
正
式
代
表
と
し
て
討
議
に
参
加
せ
し
め
た
い
意
向

を
有
す
る
。
よ
っ
て
、
受
諾
書
と
、
こ
れ
を
寄
託
す
る
全
権
委
任
状
及
び
署
名
全

権
委
任
状
を
一
行
に
携
行
さ
せ
、
総
会
で
可
決
さ
れ
た
な
ら
ば
直
ち
に
、
英
国
政

府
に
受
諾
書
を
寄
託
し
併
せ
て
署
名
を
行
え
る
よ
う
措
置
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。（
中
略
）
右
の
手
続
及
び
様
式
に
関
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
の
意
見
を
求

め
ら
れ
、
結
果
を
至
急
報
告
あ
り
た
い
」
と
さ
れ）
58
（

、
こ
の
旨
前
田
首
席
代
表
に
も

通
報
さ
れ
た
の
で
あ
る）
59
（

。

ま
た
更
に
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
代
表
団
一
行
に
尾
高
邦

雄
東
京
大
学
文
学
部
助
教
授
が
技
術
顧
問
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
当
時
同
助
教
授
は
、
兄
で
あ
る
前
述
の
尾
高
朝
雄
教
授
の
す
す
め
で
社
会
学

の
研
究
を
進
め
て
い
た
が）
60
（

、
一
九
四
七
年
ユ
ネ
ス
コ
第
二
回
総
会
に
よ
る
「
国
際

理
解
に
影
響
を
及
ぼ
す
緊
張
（T

ensions　

A
ffecting　

International　

U
nderstanding

）
に
関
す
る
調
査
研
究
の
実
施
を
加
盟
国
に
対
し
て
奨
励
」
す

る
呼
び
か
け
に
応
じ
て）
61
（

、
同
助
教
授
を
中
心
に
「
社
会
的
緊
張
（Social　

T
ension

）」
の
共
同
研
究
が
行
わ
れ
、
同
研
究
は
、
後
に
そ
の
成
果
が
『
社
会

的
緊
張
の
研
究
』
と
し
て
発
表
さ
れ
た）
62
（

。
そ
し
て
、
同
助
教
授
が
、
一
九
五
一
年

六
月
国
際
社
会
学
会
理
事
会
出
席
の
た
め
パ
リ
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同

時
期
パ
リ
で
開
催
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
代
表
団
の
技
術
顧
問
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
）
63
（

。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
た
富
岡
製
糸
場
の
創
始
者
で
あ
る
尾
高
惇
忠
の
孫
に
当
た

る
人
物
が
、
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
出
席
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
間
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
外
交
局
（
Ｄ
Ｓ
）
は
、
ユ
ネ
ス
コ
総
会
開

催
に
際
し
て
、「
日
本
はU

N
ESCO

に
関
す
る
諸
事
項
に
お
け
る
国
際
関
係
の

た
め
の
十
分
な
責
任
を
有
す
る
（Japan fully responsible for its 

international relations in m
atters relating to U

N
ESCO

）」
旨
の
書
簡
を

ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
に
送
付
し
て
い
た）
64
（

。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
連
合
国
の
占
領
下
に

あ
る
日
本
が
ユ
ネ
ス
コ
加
入
の
た
め
の
十
分
な
資
格
を
有
す
る
か
否
か
を
い
ぶ
か

る
加
盟
国
に
対
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
が
そ
の
保
証
を
与
え
る
意
図
を
も
っ

て
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

他
方
、
ユ
ネ
ス
コ
に
お
い
て
は
六
月
一
五
日
パ
リ
で
開
催
の
第
二
六
回
ユ
ネ
ス

コ
執
行
委
員
会（Executive Board

）が
、日
本
の
加
盟
を
過
半
数
の
支
持
を
も
っ

て
総
会
に
勧
告
す
る
決
定
を
行
い
）
65
（

、
一
八
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
六
回
ユ
ネ
ス
コ
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総
会
に
お
い
て
六
月
二
一
日
、日
本
を
含
む
ド
イ
ツ
、ラ
オ
ス
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ヴ
ェ

ト
ナ
ム
の
加
盟
に
つ
い
て
審
議
し
、日
本
は
賛
成
四
二
、反
対
一
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）、

棄
権
〇
、
欠
席
一
五
（
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ヨ
ル
ダ

ン
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド）
66
（

、
シ
リ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
、
韓
国
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
キ
ュ
ー
バ
、

エ
ク
ア
ド
ル
）
を
も
っ
て
、
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る）
67
（

。
な
お
、
こ
の
時
反

対
投
票
を
行
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン（Proceso Sebastian

）代
表
は
、

「
日
本
は
過
去
に
お
け
る
と
同
様
現
在
な
お
国
際
的
義
務
を
受
諾
す
る
用
意
を
有

し
お
ら
ず
、
日
本
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
義
務
を
承
認
せ
ざ
る
限
り
わ
れ
わ
れ

は
そ
の
加
入
を
支
持
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
間
で
当
時

懸
案
と
な
っ
て
い
た
賠
償
問
題
を
絡
め
た
演
説
を
行
っ
た）
68
（

。
し
か
し
、
翌
日
彼
は

前
田
首
席
代
表
に
対
し
て
、
こ
の
演
説
は
「
本
国
政
府
か
ら
到
着
し
た
訓
令
の
次

第
で
あ
っ
て
、（
中
略
）
自
分
個
人
と
し
て
は
常
に
日
本
の
崇
拝
者
で
あ
り
日
本

と
の
協
力
に
は
衷
心
よ
り
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
握
手
を
求
め
て

き
た
と
い
う）
69
（

。

な
お
、こ
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
決
議
に
つ
い
て
在
パ
リ
萩
原
徹
事
務
所
長
か
ら
は
、

か
つ
て
日
本
の
加
盟
に
消
極
的
で
あ
っ
た
「
英
連
邦
諸
国
殊
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

や
ユ
ー
ゴ
ー
等
が
賛
成
投
票
し
た
こ
と
は
特
に
注
目
に
価
す
る
」
と
報
告
し
て
き

た
が）
70
（

、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
本
件
と
同
時
に
行
わ
れ
た
英
領
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
諸
島
な

ど
の
英
国
植
民
地
の
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
準
加
盟
（A

ssociate M
em
bers

）
問
題
と

の
か
ら
み
で
、
経
済
社
会
理
事
会
に
お
い
て
日
本
の
加
盟
に
棄
権
し
た
英
国
な
ど

が
総
会
の
投
票
で
は
賛
成
に
転
じ
た
こ
と
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
同
報

告
に
は
、こ
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
お
け
る
日
本
加
盟
承
認
決
議
の
採
択
に
際
し
て
、

「
ユ
ネ
ス
コ
精
神
は
民
主
的
そ
し
て
平
和
愛
好
国
と
し
て
の
今
日
の
日
本
再
生
の

指
針
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い（T

he U
N
ESCO

 spirit m
ust be the guiding 

principle  for the present-day Japan in her reconstruction as a 

dem
ocratic and peace-loving nation

）」
と
の
前
田
代
表
に
よ
る
声
明
も
添

付
さ
れ
て
い
た）
71
（

。

そ
の
後
七
月
二
日
、
前
田
代
表
は
、
前
記
訓
令
に
従
っ
て
、「
英
国
の　

Library and Research D
epartm

ent　

に
赴
き
受
諾
書
を
寄
託
し
ユ
ネ
ス
コ

憲
章
に
署
名
し
」、
か
く
し
て
「
日
本
国
は
、
同
日
か
ら
国
際
連
合
教
育
科
学
文

化
機
関
の
加
盟
国
と
な
っ
た
（this A

cceptance took eff ect on July 2, 

1951

）」
の
で
あ
る)72

(

。
ま
た
そ
れ
は
、
一
九
五
一
年
九
月
八
日
の
対
日
平
和
条
約

調
印
二
ヶ
月
前
の
事
実
上
の
独
立
国
（suffi  cient independence

）
と
し
て
の

加
入
で
あ
り
、
日
本
の
国
際
社
会
復
帰
へ
の
足
が
か
り
と
な
り
、
国
連
加
盟
の
先

駆
け
と
も
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に
か
え
て

か
く
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
加
盟
を
果
た
し
た
日
本
政
府
は
、
次
に
ユ
ネ
ス
コ

憲
章
第
七
条
に
規
定
の
「
国
内
協
力
団
体
（N

ational　

Co-operating　

Bodies
）」
で
あ
る
「
国
内
委
員
会
（N

ational Com
m
issions

）」
の
設
置
を
計

る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
国
内
委
員
会
の
設
立
は
、
ユ
ネ
ス
コ
加
入
に
伴
う
義
務
で

は
な
く
、
勧
奨
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
外
務
省
と
し
て
は
、「
教
育
科
学
文
化
の
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面
に
お
け
る
全
国
民
的
意
思
の
統
合
」
と
し
て
、
政
府
主
導
で
は
な
い
世
論
の
参

与
に
よ
る
こ
と
を
設
立
の
基
礎
と
し
た）
73
（

。
そ
の
た
め
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
力
会
連

盟
の「
国
内
委
員
会
準
備
対
策
委
員
会
」及
び
日
本
学
術
会
議
を
中
心
と
す
る「
ユ

ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
設
立
打
ち
合
わ
せ
会
」
な
ど
が
、
そ
の
準
備
を
始
め
た
の
で

あ
る
。

そ
し
て
、
後
者
の
「
設
立
打
ち
合
わ
せ
会
」
に
お
い
て
は
、
日
本
学
術
会
議
会

員
で
あ
っ
た
前
述
の
尾
高
朝
雄
東
京
大
学
教
授
が
そ
の
中
心
的
活
動
を
担
う
こ
と

と
な
っ
た
。
同
会
は
一
九
五
一
年
二
月
一
三
日
、「
政
府
は
、
ユ
ネ
ス
コ
協
力
の

た
め
の
国
内
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、「
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
設
置
準
備
会
」

を
設
置
せ
ら
れ
た
い
。」と
の
勧
告
文
を
吉
田
首
相
に
提
出
し
）
74
（

、三
月
三
〇
日
の「
打

ち
合
わ
せ
会
」
の
第
一
回
会
合
に
お
い
て
、
尾
高
が
中
心
と
な
っ
て
、
国
内
委
員

会
設
立
の
た
め
の
い
わ
ゆ
る
「
尾
高
案
」
を
作
成
す
る
な
ど
し
た
。

ま
た
、
彼
は
、
同
年
一
一
月
二
日
閣
議
了
解
に
よ
り
、
外
務
省
二
名
、
文
部
省

二
名
、
教
育
刷
新
審
議
会
二
名
、
日
本
学
術
会
議
二
名
、
文
化
関
係
二
名
、
新
聞

関
係
一
名
、
放
送
関
係
一
名
、
図
書
館
関
係
一
名
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
五

名
及
び
ユ
ネ
ス
コ
総
会
出
席
者
三
名
以
内
、合
計
二
一
名
に
よ
り
設
立
さ
れ
た「
ユ

ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
設
置
準
備
会
」
の
委
員
長
と
し
て
、
翌
一
九
五
二
年
八
月
一

日
に
施
行
さ
れ
た「
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
関
す
る
法
律（T

he　

Law

　

concerning  

U
N
ESCO

　

A
ctivities

）」
の
成
立
に
も
尽
力
し
た）
75
（

。
そ
し
て
同
法
律
第
五
条
に

基
づ
き
、
文
部
省
内
に
「
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
（Japanese N

ational 

Com
m
ission for U

N
ESCO

）」
が
設
置
さ
れ
、
尾
高
も
委
員
に
選
任
さ
れ
た
の

で
あ
る）
76
（

。

そ
の
後
、
尾
高
は
、
同
年
一
一
月
一
二
日
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
ユ
ネ
ス

コ
総
会
に
も
、
前
田
多
門
首
席
代
表
と
と
も
に
日
本
政
府
代
表
の
一
員
と
し
て
出

席
し
た
。
同
総
会
は
、「
日
本
政
府
代
表
が
会
議
の
当
初
か
ら
正
式
に
参
加
す
る

最
初
の
総
会
で
も
あ
り
、
又
、
こ
れ
を
機
会
に
ユ
ネ
ス
コ
に
お
け
る
日
本
の
地
位

を
確
立
す
る
必
要
も
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
積
極
的
に
同
総
会
の
議
事
に
参
加
し
う

る
よ
う
な
強
力
な
代
表
団
を
派
遣
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委

員
会
委
員
で
あ
り
、
第
五
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
顧
問
と
し
て
参
加
し
た
経
験
の
あ

る
尾
高
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る）
77
（

。

そ
し
て
、
こ
の
尾
高
代
表
は
、
日
本
政
府
が
同
総
会
に
お
け
る
主
要
な
問
題
と

し
て
掲
げ
た
「
自
然
科
学
部
門
（N

atural　

Sciences

）
の
「
海
洋
学
の
研
究

（O
ceanographic Institute

）」
に
つ
い
て
、
こ
の
研
究
は
「
人
類
の
生
活
水
準

の
向
上
に
役
立
つ
と
こ
ろ
極
め
て
多
か
る
べ
き
領
域
で
あ
る
か
ら
、
ユ
ネ
ス
コ
は

是
非
こ
の
方
面
を
開
拓
し
て
、
人
類
将
来
の
た
め
に
明
る
い
運
命
を
打
開
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
）
78
（

、
更
に
「
社
会
科
学
部
門
（Social Sciences

）」
の

事
業
計
画
に
関
し
て
、「
応
用
社
会
科
学
の
事
業
に
関
す
る
研
究
は
あ
く
ま
で
理

論
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
方
が
緊
張
や
対
立
の
緩
和
に
は
客
観
的
に

役
立
つ
と
思
わ
れ
る
」と
し
て
、同
代
表
の
弟
で
あ
る
尾
高
邦
雄
助
教
授
ら
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
き
た
「
社
会
的
緊
張
研
究
」
の
国
際
的
発
展
に
つ
い
て
提
案
し
た
の

で
あ
っ
た）
79
（

。

ま
た
、同
総
会
に
は
、一
九
四
九
年
一
一
月
三
日
、日
本
人
と
し
て
初
め
て
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
湯
川
秀
樹
京
都
大
学
教
授
も
、
顧
問
（A

dviser

）
と
し
て

参
加
し
）
80
（

、「
国
際
的
原
子
科
学
者
と
し
て
の
業
績
に
よ
っ
て
、
各
国
代
表
団
、
ユ
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ネ
ス
コ
事
務
局
及
び
フ
ラ
ン
ス
学
界
の
科
学
者
と
意
見
を
交
換
す
る
機
会
を
得

て
、
一
般
に
非
常
に
好
印
象
を
与
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」
と
い
う）
81
（

。
そ
し
て
、

後
に
彼
は
、「
私
ど
も
日
本
人
が
、
自
分
の
国
が
も
っ
と
外
国
に
よ
く
知
ら
れ
、

国
際
社
会
に
も
っ
と
確
固
た
る
地
位
を
得
る
こ
と
を
望
む
の
は
も
と
よ
り
当
然
で

あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
私
ど
も
の
よ
く
知
ら
な
い
国
が
地
球
上
に
数
多
く
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、少
数
の
大
国
の
こ
と
を
知
る
こ
と
だ
け
で
満
足
し
な
い
で
、も
っ

と
大
き
な
目
で
世
界
を
な
が
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
次
第

で
あ
っ
た
」
と
、
ユ
ネ
ス
コ
総
会
出
席
の
感
想
を
述
べ
て
い
た）
82
（

。

注（
1
）「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
（T

om
ioka Silk M

ill and Related Sites

）」
に
関

わ
る
決
議
（D

ecision: 38　

CO
M

　

8B.27

）」。
決
議
文
は
文
化
庁
記
念
物
課
世
界
文

化
遺
産
室
（
平
成
二
六
年
七
月
一
〇
日
）「
第
三
八
回
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
に

つ
い
て
（
概
要
）」）（
文
化
庁
文
化
審
議
会
世
界
文
化
遺
産
・
無
形
文
化
遺
産
部
会
世

界
文
化
遺
産
特
別
委
員
会
（
平
成
二
六
年
七
月
一
〇
日
開
催
）
配
布
資
料
（https://

w
w
w
.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/isanbukai/sekaitokubetsu/

3_02/gijishidai.htm
l

）
を
参
照
し
た
。

（
2
）「
富
岡
製
糸
場
記
」（
渋
沢
青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
編『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料　

第
三
巻
』

渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
刊
行
会
刊
、
一
九
五
五
年
）
六
六
一
頁
。

（
3
）
湯
浅
博
「
富
岡
の
主
役
は
深
谷
」（
二
〇
一
四
年
七
月
八
日　

産
経
新
聞
朝
刊
）。

（
4
）
渋
沢
栄
一
自
身
は
、
国
際
連
合
の
前
身
で
あ
る
国
際
連
盟
の
民
間
協
力
団
体
で
あ
る

「
日
本
国
際
連
盟
協
会
」
の
会
長
を
、彼
が
亡
く
な
る
昭
和
六
年
ま
で
務
め
て
い
た
（
池

井
優「
日
本
国
際
連
盟
協
会
：
そ
の
成
立
と
変
質
」（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会『
法

學
研
究
』
第
六
八
巻
第
二
号
（
一
九
九
五
年
二
月
）
二
七
―
二
九
頁
。

（
5
）
国
際
特
信
社
訳
『
マ
ッ
ク
ア
ー
サ
ー
司
令
部
公
表　

米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
（
全

訳
決
定
版
）』（
国
際
特
信
社
、
一
九
四
六
年
）、
七
二
―
七
三
頁
。U

nited States 

G
overnm

ent Printing O
ffice W

ashington 1946 

“Report of the U
nited 

States Education M
ission to Japan „

 p.77

（https://dl.ndl.go.jp/info:ndjp/

pid/1272931

）（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

（
6
）
松
尾
邦
之
助
「
い
つ
も
火
付
け
役
、
ユ
ネ
ス
コ
運
動
」（
松
尾
邦
之
助
著
、
大
澤
正
道

編
・
解
説
『
無
頼
記
者
、
戦
後
日
本
を
撃
つ
』
社
会
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
）。
松
尾

は
当
時
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
幹
事
長
・
事
務
局
長
を
務
め
て
い
た
。

（
7
）「
仙
台
ユ
ネ
ス
コ
協
力
会
設
立
の
主
旨
」（
昭
和
二
二
年
七
月
一
四
日
付
『
ユ
ネ
ス
コ

協
力
会
会
報
第
一
号
』）。

（
8
）
外
務
省
情
報
部
文
化
課
「
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
入
問
題
」（
昭
和
二
六
年
二
月
）
二
頁

（
外
務
省
記
録
「
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
関
係
（U

N
ESCO

）
日
本
の
加
入
関

係
」B ,.2.3.4.1-4

、
外
務
省
外
交
史
料
館
。
以
下
、
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」

と
略
記
）。
一
九
四
七
年
九
月
一
八
日
に
は
京
都
で
、
翌
一
九
四
八
年
一
月
二
二
日
に

は
大
阪
で
も｢

ユ
ネ
ス
コ
協
力
会｣

が
発
足
し
て
い
た
。
以
上
の
民
間
ユ
ネ
ス
コ
運

動
の
誕
生
と
外
務
省
の
活
動
に
関
し
て
は
、
潘
亮
「
占
領
下
の
日
本
の
対
外
文
化
政

策
と
国
際
文
化
組
織
―
ユ
ネ
ス
コ
運
動
を
中
心
に
」（
日
本
国
際
政
治
学
会
『
国
際
政

治
』
第
一
二
七
号
（
二
〇
〇
一
年
五
月
）
一
八
六
―
一
九
〇
頁
、以
下
、潘
論
文
（
ａ
）

と
略
記
）
を
参
照
あ
り
た
い
。

（
9
）
外
務
省
情
報
部
文
化
課
「
国
際
文
化
関
係
資
料
集　

そ
の
一
、
ユ
ネ
ス
コ
編｣

（
昭
和
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二
五
年
五
月
）
九
四
―
九
五
頁
（
外
務
省
記
録
「
国
際
文
化
関
係
資
料
集
」I ,.1.0.0.7

。

以
下
、「
国
際
文
化
関
係
資
料
集　

そ
の
一
」
と
略
記
）。
昭
和
二
三
年
二
月
六
日
「
第

二
回
国
会
衆
議
院
文
化
委
員
会
議
録
第
二
号
」
一
頁
。

（
10
）
昭
和
二
二
年
八
月
一
九
日「
第
一
回
国
会
衆
議
院
文
化
委
員
会
議
録
第
五
号
」三
七
頁
。

（
11
）
昭
和
二
二
年
九
月
二
五
日
「
第
一
回
国
会
衆
議
院
文
教
委
員
会
議
録
第
九
号
」
六
七

―
六
九
頁
。

（
12
）
昭
和
二
二
年
九
月
二
三
日
「
参
議
院
議
員
吉
川
末
次
郎
君
提
出
ユ
ネ
ス
コ
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」（
芦
田
均
外
務
大
臣
よ
り
片
山
哲
内
閣
総
理
大
臣
宛
閣
議
請

議
総
総
第
二
四
四
〇
号
）（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
13
）
昭
和
二
二
年
九
月
二
三
日「
第
一
回
国
会
衆
議
院
文
化
委
員
会
議
録
第
七
号
」五
五
頁
、

昭
和
二
三
年
四
月
一
四
日
「
第
二
回
国
会
衆
議
院
文
化
委
員
会
議
録
第
六
号
」
一
頁
。

（
14
）Resolutions　

on　

External　

Relations　

w
ith　

Japan
（Resolutions　

adopted  

by　

the　

General　

Conference　

during　

U
N
ESCO

　
Second　

Session　

M
exico,　

N
ovem

ber-D
ecem

ber　

1947　

pp.55-56

）（U
N
ESD

O
C　

D
igital  

library

）. 

本
決
議
は
、
ユ
ネ
ス
コ
総
会
の
場
で
審
議
さ
れ
た
最
初
の
日
本
関
連
決
議

で
あ
っ
た
（
潘
亮
「
国
際
文
化
組
織
と
戦
後
初
期
の
日
中
関
係
―
ユ
ネ
ス
コ
に
お
け

る
中
国
の
対
日
文
教
政
策
一
九
四
六
〜
一
九
五
二
年
―
」（
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社

会
科
学
研
究
科
『
国
際
日
本
研
究
』
三
―
四
頁
）。（
以
下
、潘
論
文
（
ｂ
）
と
略
記
）。

（
15
）
“Dr.　

K
uo　

Leaves　

for　

F
ar　

E
ast　

T
our „

（U
N
E
SC
O

　

C
O
U
R
IE
R
, 

V
olum

e I　

N
o.5, June　

1948　

p.2

）（U
N
ESD
O
C　

D
igital　

Library

）.

（
16
）
“Report to the E

xecutive B
oard on N

egotiations w
ith the uprem

e

　
　
　

Com
m
ander of the A

llied Pow
ers in Japan „

, Paris, 13　

O
ctober　

1948.

（U
N
ESD
O
C D
igital Library

）.

（
17
）
昭
和
二
三
年
九
月
二
二
日
付
外
務
省
情
報
部
文
化
課
「
ユ
ネ
ス
コ
第
三
回
総
会
資
料
」

六
―
七
頁
（
外
務
省
記
録
「
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
関
係
一
件
（U

N
ESCO

）

総
会
関
係
（
第
一
回
―
第
四
回
）」B ,.2.3.4.1-1

、
第
一
巻
。
以
下
、
外
務
省
記
録
「
総

会
関
係　

第
一
巻
」
と
略
記
）。

（
18
）
昭
和
二
四
年
九
月
二
一
日
外
務
大
臣
よ
り
京
都
連
調
局
長
宛
電
報
第
五
一
号
、「
第
三

回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
関
す
る
連
合
軍
総
司
令
部
民
間
情
報
教
育
局　

Ｗ
・
Ｋ
・
バ
ン

ス
博
士
の
講
演
（
速
記
）」
七
―
九
頁
（
前
掲
外
務
省
記
録
「
総
会
関
係　

第
一
巻
」）。

（
19
）
外
務
省
情
報
部
文
化
課
訳
「
一
九
四
八
年
十
二
月
六
日
第
三
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
お

い
て
採
択
さ
れ
た
日
本
と
の
諸
関
係（
一
九
四
九
年
度
に
お
け
る
）に
関
す
る
決
議（
全

文
）」（
前
掲
外
務
省
記
録
「
総
会
関
係　

第
一
巻
」）。

（
20
）
前
掲
決
議
第
六
項
。

（
21
）
“UN

E
SC
O

　

A
ctivities　

in　

Japan „

（Japan.　

N
ational　

C
om
m
ission　

for　

U
N
ESCO

　

D
ec.　

1953

）pp.3-4. 

な
お
、
こ
の
ユ
ネ
ス
コ
駐
日
代
表
部
設
置

も
先
の
「
郭
報
告
」
に
お
い
て
、「（
六
）
ユ
ネ
ス
コ
の
パ
リ
ー
本
部
と
日
本
に
於
け

る
事
業
調
整
の
為
に
日
本
に
専
任
連
絡
官
を
置
く
こ
と
。」
と
さ
れ
て
い
た
（
前
掲
「
ユ

ネ
ス
コ
第
三
回
総
会
資
料
」
七
頁
）。

（
22
）
“Report of the m

eeting of experts on Japanese questions „

（U
N
ESCO

 

O
ffi  cial Bulletin vol.1 p.168

）（U
N
ESD
O
C D
igital Library

）.
（
23
）A

ctivities of U
N
E
SC
O
 in Japan. R

eport of the D
irector-General on 

the A
ctivities of the O

rganization in Japan during 1949 and Policy to be 

A
dopted in 1950

（D
ocum

ent 4C
/O
X
R
/17

）（R
ecords of the G

eneral 
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C
onference of U

N
E
SC
O
, F
ourth　

Session, Paris　

1949, pp.79-82

）

（U
N
ESD
O
C　

D
igital　

Library

）. 

昭
和
二
四
年
一
一
月
二
十
四
日
付　

外
務
省

政
務
局
情
報
部
文
化
課
「
ユ
ネ
ス
コ
第
四
回
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
一
九
五
〇

年
度
に
お
け
る
対
日
活
動
に
関
す
る
決
議
（
仮
訳
）」
七
頁
、
昭
和
二
四
年
一
一
月
一

日
付
、
外
務
省
情
報
部
文
化
課
「
ユ
ネ
ス
コ
第
四
回
総
会
に
つ
い
て
」
一
二
―
一
三

頁
（
前
掲
外
務
省
記
録
「
総
会
関
係　

第
一
巻
」）。

（
24
）
昭
和
二
四
年
四
月
四
日
「
第
五
回
国
会
衆
議
院
文
部
委
員
会
議
録
第
四
号
」
二
頁
。

（
25
）
昭
和
二
四
年
一
一
月
三
〇
日
「
第
六
回
国
会
参
議
院
会
議
録
第
二
一
号
」
二
六
九
―

二
七
一
頁
。

（
26
）
昭
和
二
四
年
一
二
月
二
日
「
第
六
回
国
会
衆
議
院
会
議
録
第
二
二
号
」
四
一
三
―

四
一
九
頁
。

（
27
）
前
掲
「
第
六
回
国
会
参
議
院
会
議
録
第
二
一
号
」
二
七
一
頁
。

（
28
）
前
掲
「
第
六
回
国
会
衆
議
院
会
議
録
第
二
二
号
」
四
一
八
―
四
一
九
頁
。

（
29
）
外
務
省
政
務
局
特
別
資
料
課
編
『
日
本
占
領
及
び
管
理
重
要
文
書
集　

第
二
巻　

政
治
・

軍
事
・
文
化
編　

増
補
』（
外
務
省
、
一
九
五
一
年
）
一
七
頁
。
鈴
木
九
萬
監
修
『
日

本
外
交
史
（
二
六
）』（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）
一
八
六
―
一
八
七
頁
。

な
お
こ
の
国
際
会
議
、
機
関
な
ど
へ
の
日
本
人
の
参
加
に
関
す
る
米
国
の
新
政
策
に

対
し
て
、
英
・
仏
国
な
ど
は
猛
烈
に
反
対
し
た
が
、
中
華
民
国
は
、
非
政
治
的
な
分

野
に
お
い
て
は
日
本
人
の
専
門
家
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
の

同
伴
者
の
身
分
で
「
公
共
安
全
、衛
生
及
び
国
際
的
な
交
通
連
絡
」
を
取
り
扱
う
「
技

術
的
性
格
」
の
国
際
会
議
や
組
織
へ
の
出
席
又
は
参
加
を
認
め
る
折
衷
案
を
提
出
し
、

米
国
案
を
支
持
し
て
い
た
（
前
掲
、
潘
論
文
（
ｂ
）、
一
〇
頁
）。

（
30
）SCA

PIN

　

2072: A
pplications　

for　

T
ravel　

of　

Japanese　

N
ationals　

　
　
　

A
broad

（5　

M
ay　

1950

）（https://dl.ndl.go.jp/info:ndjp/pid/9857528

）（
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。
そ
れ
よ
り
以
前
に
は
、
一
九
四
七
年
四

月
一
四
日
付
「
海
外
渡
航
日
本
人
に
対
す
る
渡
航
証
明
書
に
関
す
る
総
司
令
部
覚
書
」

（SC
A
PIN
 1609 : T

ravel　

D
ocum

ents　

for　

Japanese　

N
ationals　

T
raveling　

A
broad

（14　

A
pril　

1947

））
に
基
づ
き
、
そ
の
申
請
は
総
司
令
部

が
直
接
受
付
け
て
、
実
質
的
審
査
を
行
い
、
日
本
政
府
は
総
司
令
部
の
許
可
し
た
も

の
に
対
し
て
そ
の
許
可
を
通
知
し
、
発
給
す
る
「
渡
航
証
明
書
（T

ravel　

D
ocum

ent

）」
を
交
付
し
て
い
た
（
外
務
省
政
務
局
特
別
資
料
課
編
『
日
本
占
領
及

び
管
理
重
要
文
書
集　

第
二
巻  

政
治
・
軍
事
・
文
化
編
』（
外
務
省
、
一
九
四
九
年
）

五
八
―
五
九
頁
。
前
掲
『
日
本
外
交
史
（
二
六
）』
一
七
八
頁
。

（
31
）
外
務
省
政
務
局
情
報
部
文
化
課
「
第
五
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
資
料
」（
昭
和
二
五
年
九
月
）

一
頁
（
前
掲
外
務
省
記
録
「
総
会
関
係　

第
二
巻
」）。

（
32
）
前
掲
「
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
入
問
題
」
四
頁
。

（
33
）
講
談
社
『
日
本
人
名
大
辞
典
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）
四
三
八
頁
。

（
34
）
尾
高
朝
雄
『
ユ
ネ
ス
コ
紀
行
』（
富
山
房
、
一
九
五
一
年
）
二
九
―
三
〇
頁
。

（
35
）
尾
高
前
掲
書
、
七
四
―
七
九
頁
、
前
掲
「
第
五
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
資
料
」
一
八
―

二
〇
頁
。

（
36
）
文
部
省
大
臣
官
房
渉
外
ユ
ネ
ス
コ
課
編
『
ユ
ネ
ス
コ
第
五
回
総
会
に
出
席
し
て
―
ユ

ネ
ス
コ
第
五
回
総
会
に
関
す
る
Ｗ
・
Ｋ
・
バ
ン
ス
博
士
、
勝
沼
精
蔵
博
士
、
尾
高
朝

雄
博
士
の
講
演
速
記
』（
一
九
五
〇
年
）、
六
六
―
六
七
頁
。

（
37
）U

N
ESCO

 General Conference Fifth Session Report of the Program
m
e
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and　

Budget　

Com
m
ission　

（5C/PRG/19　

Florence,　

16　

June　

1950

）

p.3.

（U
N
ESD
O
C　

D
igital　

Library

）. 

前
掲
「
第
五
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
資
料
」

二
〇
―
二
一
頁
。

（
38
）Resolutions　

concerning　

the　

activities　

of　

U
N
ESCO

　

in　

JA
PA
N

　

during　

1951,　
p.54　

（ibid

）. 

外
務
省
情
報
部
文
化
課
「
ユ
ネ
ス
コ
第
五
回
総
会

に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
一
九
五
一
年
度
ユ
ネ
ス
コ
の
対
日
活
動
に
関
す
る
決
議
（
仮

訳
）」（
昭
和
二
五
年
八
月
）（
前
掲
外
務
省
記
録
「
総
会
関
係　

第
二
巻
」）。

（
39
）
条
約
局
条
約
課
「
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
入
に
関
す
る
総
司
令
部
外
交
局
担
当
官
と
の

会
談
」（
昭
和
二
五
年
一
一
月
一
六
日
）（
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）、
潘

論
文
（
ａ
）、
一
九
八
―
一
九
九
頁
。

（
40
）
条
約
局
条
約
課
「
ユ
ネ
ス
コ
加
入
手
続
き
に
関
す
る
外
交
局
と
の
打
ち
合
わ
せ
」（
昭

和
二
五
年
一
二
月
八
日
）（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
41
）
一
九
五
〇
年
一
二
月
九
日
付
吉
田
外
務
大
臣
よ
り
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
宛
“Request  

for　

A
uthorization　

for　

A
dm
ission　

to　

U
N
ESCO „

（FO
M

　
N
o.　

2461

（T
T

））（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
42
）
一
九
五
〇
年
一
二
月
一
一
日
付
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
外
交
局
（
Ｄ
Ｓ
）
よ
り
吉
田
外

務
大
臣
宛
“Proposed　

Japanese　

M
em
bership　

in　

U
N
ESCO „

（A
G　

092.3

）（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
43
）
昭
和
二
五
年
一
二
月
八
日
付
吉
田
外
務
大
臣
よ
り
吉
田
内
閣
総
理
大
臣
宛
公
信
条
条

第
四
二
五
号
（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
44
）
昭
和
二
五
年
一
二
月
一
二
日
発
吉
田
外
務
大
臣
よ
り
ボ
デ
ィ
（Jaim

e　

T
orres 

Bodet

）
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
宛
至
急
電
報　

confi dential

（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日

本
の
加
入
関
係
」）。

（
45
）
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」。U

N
ESCO

　

General　

Conference　

Sixth　

Session　
　

A
pplication　

for　

M
em
bership　

of　

U
N
ESCO

　

from
  

　
　
　

Japan　
（6C

/6

（IV

）A
nnex,　

23　

A
pril　

1951

）pp.1-2

（U
N
E
SD
O
C

　

D
igital　

Libraly

）. 

な
お
、
同
電
報
は
、
パ
リ
時
間
一
二
月
一
二
日
一
二
時
二
〇
分

に
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
に
配
達
さ
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
は
一
二
月
一
三
日
付

で
同
電
報
発
出
の
旨
西
村
条
約
局
長
よ
り
通
報
さ
れ
た
（
条
約
局
条
約
課
「
ユ
ネ
ス

コ
加
入
申
請
電
報
配
達
証
明
に
関
す
る
件
」
昭
和
二
五
年
一
二
月
一
三
日
）
及
び

FO
M

　

N
o.2485

（T
T

）（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
46
）
一
九
五
〇
年
一
二
月
一
三
日
発
ト
マ
ス
（Jean　

T
hom
as

）
ユ
ネ
ス
コ
事
務
次
長
よ

り
吉
田
外
務
大
臣
宛
電
報
（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
47
）
条
約
局
条
約
課　
「
ユ
ネ
ス
コ
加
入
に
関
す
る
司
令
部
外
交
局
係
官
と
の
会
談
」（
昭

和
二
五
年
一
二
月
一
五
日
（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
48
）
一
九
五
〇
年
一
二
月
一
五
日
発
吉
田
外
務
大
臣
よ
り
ボ
デ
ィ
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
宛

電
報
第
五
号
（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
49
）
オ
ー
ジ
ェ
（Pierre A

uger

）
ユ
ネ
ス
コ
事
務
次
長
よ
り
吉
田
外
務
大
臣
宛
書
簡
（X

R  

204.108

）、一
九
五
一
年
一
月
五
日
受
領
（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
50
）
昭
和
二
六
年
一
月
三
一
日
「
第
十
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
録
第
二
号
」
七
―

八
頁
。

（
51
）U

.N
.E
C
O
SO
C

　

O
ff.　

R
ec.　

12th　

Sess.,　

468th　

m
eeting　

258-62　

（E/1883

）（E/1883/A
dd.1and2

）（1951

）（U
nited N

ations　

A
rchives: D

ag  

H
am
m
arskjöld　

Library

）. 

な
お
こ
の
情
報
は
三
月
一
四
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク　
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ヴ
ォ
イ
ス
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
で
、
“Japan　

A
dm
itted　

to　

U
N
ESCO „

（N
ew
   

Y
ork　

V
O
A
, M
ar.14

）
と
し
て
通
報
さ
れ
た
（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入

関
係
」）。「
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
入
経
社
理
事
会
で
可
決
承
認
」（
一
九
五
一
年
三
月

一
六
日　

東
京
新
聞
朝
刊
）。

（
52
）
一
九
五
一
年
五
月
一
一
日
付
第
二
六
回
ユ
ネ
ス
コ
執
行
委
員
会
よ
り
総
会
宛
書
簡

 
 

“Application　

of　
Japan　

for　

M
em
bership　

of　

U
N
ESCO „

　

26EX
/21

（IV

）（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
53
）U

N
ESCO

　

General　

Conference　
Sixth　

Session　
　

A
pplication　

for　

　
　
　

M
em
bership　

of　

U
N
ESCO

　

from
　

Japan　
（6C/6

（IV

）PA
RIS,　

23　

A
pril　

1951

）pp.1-2. U
N
ESCO

　

General　
Conference　

Sixth　

Session  

Supplem
entary　

R
eport　

of　

the　

D
irector-general　

（6C
/3 A

dd.　

PA
RIS,　

8　

June　

1951

）pp.47-48

（U
N
ESD

O
C　
D
igital　

Library

）.「
国

際
連
合
経
済
社
会
理
事
会
、
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
入
申
請
を
承
認
す
」（
前
掲
外
務
省

記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
54
）
昭
和
二
六
年
三
月
二
四
日
付
吉
田
外
務
大
臣
よ
り
吉
田
内
閣
総
理
大
臣
宛
公
信
条
条

第
九
一
号
（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
55
）Jaim

e　

T
orres　

Bodet, U
N
ESCO

　

D
irector-General　

よ
り　

Shigeru　

Y
oshida, M

inister　

for　

F
oreign　

A
ffairs, M

inistry　

of　

F
oreign　

A
ff airs, T

okyo

（Japan

）（X
R/GC/221122

）（
外
務
省
記
録　
「
総
会
関
係　

第

三
巻
」）。

（
56
）一
九
五
〇
年
五
月
一
七
日
付「
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
宛
外
務
省
書
簡
」（FO

M
  

N
o.1017

（T
I

））（
前
掲
外
務
省
記
録
「
総
会
関
係　

第
三
巻
」）。

（
57
）
昭
和
二
六
年
六
月
四
日　

日
本
国
外
務
大
臣
「
委
任
状
」（
前
掲
外
務
省
記
録
「
総
会

関
係　

第
三
巻
」）。U

N
E
SC
O

　

G
eneral　

C
onference　

Sixth　

Session　

Invitations　

to　

the　

Sixth　

Session　

of　

the　

General　

Conference

　
　
　
（6C

/IN
F
/3　

PA
R
IS,　

23　

A
pril　

1951

）p.3, U
N
E
SC
O

　

G
eneral　

Conference　

Sixth　

Session　
　

Revised　

List　

of　

D
elegations　

（6C/

IN
F/5

（rev.

）　PA
RIS,　

22　

June　

1951

）p.27

（U
N
ESD

O
C　

D
igital　

Library

）.

（
58
）
昭
和
二
六
年
四
月
二
三
日
付
吉
田
外
務
大
臣
よ
り
在
パ
リ
日
本
政
府
在
外
事
務
所
長

宛
公
信
条
条
第
三
八
号
（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
59
）
昭
和
二
六
年
六
月
五
日
付
吉
田
外
務
大
臣
よ
り
前
田
多
門
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化

機
関
第
六
回
総
会
首
席
代
表
宛
公
信
条
条
第
一
二
〇
七
号
（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日

本
の
加
入
関
係
」）。

（
60
）
竜
門
社
深
谷
支
部
編
『
久
留
都
茂
子
先
生
講
演
「
父
、
尾
高
朝
雄
を
語
る
」』（
竜
門

深
谷
支
部
編
、
二
〇
〇
三
年
）
一
八
頁
。

（
61
）C

onference　

of　

U
N
E
SC
O
,　

Second　

Session,　

M
exico,　

1949, 

V
.2; Resolution, pp.25-27

）. 

更
に
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
四
日
の
第
四
回
ユ
ネ
ス
コ

総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
対
日
活
動
に
関
す
る
決
議
（A

ctivities　

of　

U
N
ESCO

　

in　

Japan

）
で
も
、「
ユ
ネ
ス
コ
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
こ
の
決
議

の
範
囲
内
に
お
い
て
客
観
的
研
究
を
促
進
す
る
と
い
う
目
的
を
以
っ
て
、
日
本
の
社

会
科
学
者
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
し
て
い
た
（
同
右
、

五
一
―
五
二
頁
、Records　

of　

the　

General　

Conference　

of　

U
N
ESCO

, 

Fourth　
Session, Paris, 1949; Resolutions　

pp.79-82

）.
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（
62
）
日
本
人
文
科
学
会
編
『
社
会
的
緊
張
の
研
究
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
三
年
）
一
頁
。

（
63
）
後
に
尾
高
は
、「
何
と
い
っ
て
も
日
本
が
正
式
に
ユ
ネ
ス
コ
に
参
加
を
許
さ
れ
る
そ
の

瞬
間
に
立
会
う
こ
と
の
で
き
た
こ
と
が
仕
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。」
と
感
想
を
述
べ
て
い

る
（
尾
高
邦
雄
「
ユ
ネ
ス
コ
と
国
際
社
会
学
会
」
一
九
五
一
年
八
月
八
日
、
毎
日
新

聞
朝
刊
）。

（
64
）
一
九
五
一
年
五
月
一
七
日
付
ボ
ン
ド
（M

iles W
. Bond

）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ

　
　
　

外
交
局
（
Ｄ
Ｓ
）
次
長
よ
り
外
務
省
宛
書
簡
（A

G　

092.3

（17　

M
ay　

51

）D
S

）

（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
盟
関
係
」）。

（
65
）U

N
ESCO

 General Conference Sixth Session A
pplication of Japan for 

　
　
　

M
em
bership of U

N
ESCO

（6C/6 A
dd. PA

RIS, 15 June 1951

）（U
N
ESD
O
C 

D
igital Library

）。

（
66
）
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
国
連
の
議
題
小
委
員
会
（Sm
all A

genda C
om
m
ittee of U

N

）

に
お
い
て
日
本
お
よ
び
西
ド
イ
ツ
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
に
反
対
し
て
い
た
（
一
九
五
一

年
一
月
一
五
日
付
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
民
間
情
報
教
育
局
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
）（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
67
）U

N
ESCO

 General　

Conference Sixth Session Provisional V
erbatim

 Record 

of the 8th Plenary M
eeting held at the U

N
ESCO

 H
ouse Paris 21, June 

1951

（6C/vr.8

（prov.

） 21 June　

1951

）pp.3-13

（
外
務
省
記
録
「
国
際
連
合

教
育
科
学
文
化
機
関
関
係
（U

N
ESCO

）
総
会
関
係　

議
事
録
」
第
一
八
巻
、

B ,.2.3.4.1-1-1

。
以
下
、
外
務
省
記
録
「
総
会
議
事
録
」
一
八
巻
と
略
記
）。

U
N
E
SC
O

　

R
esolution　

adopted　

by　

the　

Sixth　

Session　

of　

the  

G
eneral　

C
onference　

PA
R
IS, 18　

June ‒ 11　

July　

1951　
（6C

/

Resolution

（I

）PA
RIS, 6　

A
ugust　

1951

）pp.8-9　
（
同
右
、
第
一
一
巻
）。

昭
和
二
六
年
六
月
二
一
日
、
在
パ
リ
荻
原
事
務
所
長
よ
り
吉
田
外
務
大
臣
宛
電
報
第

六
九
号
（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
68
）U

N
ESCO

　

General　

Conference　

Sixth　

Session　

Provisional　

V
erbatim

  

　
　
　

Record　

of　

the　

8th　

Plenary　

M
eeting　

held　

at　

the　

U
N
ESCO

　

H
ouse　

Paris　

21 June 1951　

at　

3:46　

p.m
.　

（6C/vr.8

（prov.

）　21　

June　

1951

）pp.10-12

（
前
掲
外
務
省
記
録
「
総
会
議
事
録
」
第
一
八
巻
）。

（
69
）
昭
和
二
六
年
六
月
二
五
日
付
荻
原
徹
在
パ
リ
日
本
政
府
在
外
事
務
所
長
よ
り
吉
田
茂

外
務
大
臣
宛
公
信
第
一
六
八
号
（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
70
）
同
公
信
。

（
71
）
同
公
信
。

（
72
）
一
九
五
一
年
九
月
一
日
付
連
合
王
国
連
絡
使
節
団
（U

nited　

K
ingdom

　

Liaison  

M
ission　

in　

Japan, British　

Em
bassy, T

okyo

）
よ
り
日
本
国
外
務
大
臣
宛

　
　
　

書
簡
（GA

I　

N
o.　

48

）（
前
掲
外
務
省
記
録
「
日
本
の
加
入
関
係
」）。

（
73
）
前
掲
「
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
入
問
題
」
九
―
一
〇
頁
。

（
74
）
昭
和
二
六
年
二
月
一
三
日　

亀
山
直
人
日
本
学
術
会
議
会
長
よ
り
吉
田
茂
内
閣
総
理

大
臣
宛
「
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
設
立
準
備
会
の
設
置
に
つ
い
て
（
勧
告
）」（
外
務

省
記
録
「
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
（U

N
ESCO

）
関
係　

本
邦
国
内
委
員
会

関
係
」B ,.2.3.4.1-2

、
第
一
巻
。
以
下
、
外
務
省
記
録
「
国
内
委
員
会
関
係　

第
一
巻
」

と
略
記
）。

（
75
）
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
編
『
日
本
ユ
ネ
ス
コ
活
動
十
年
史
』（
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国

内
委
員
会
、
一
九
六
二
年
）
四
〇
―
四
二
頁
。



－ 67 －

日本ユネスコ加盟の側面（神山）

（
76
）
国
内
委
員
会
設
置
を
め
ぐ
る
外
務
省
と
文
部
省
の
主
導
権
争
い
に
関
す
る
確
執
に
つ

い
て
は
、
潘
論
文
（
ａ
）
一
九
九
―
二
〇
〇
頁
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

尾
高
教
授
自
身
は
、
外
務
省
が
そ
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
と
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
（
文
化
課
長
「
ユ
ネ
ス
コ
加
入
申
請
に
関
す
る
国
内
情
報
」（
前
掲
外
務

省
記
録
「
国
内
委
員
会
関
係　

第
一
巻
」）。

（
77
）
昭
和
二
八
年
九
月
、外
務
省
「
第
七
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
―
日
本
政
府
代
表
団
報
告
」（
外

務
省
記
録
「
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
関
係
一
件
（U

N
ESCO

）
総
会
関
係
」

B ,.2.3.4.1-1

、
第
五
巻
。
以
下
、
外
務
省
記
録
「
総
会
関
係　

五
巻
」
と
略
記
）
五
―

七
頁
。U

N
E
SC
O

　

G
eneral　

C
onference　

Seventh　

Session　

G
eneral  

Inform
ation　

R
evised　

List　

of　
D
elegations

（7C
/IN
F
/4　

rev.

）, 

　
　
　

PA
RIS,　

19　

N
ovem

ber　

1952

）pp.11-12
（
外
務
省
記
録
「
総
会
議
事
録　

第

二
七
巻
」）。

（
78
）
ユ
ネ
ス
コ
総
会
日
本
政
府
代
表
尾
高
朝
雄
「
海
洋
学
の
研
究
に
関
す
る
日
本
側
の
提

案
と
そ
の
審
議
状
況
」（
一
九
五
二
年
一
一
月
三
〇
日
）（
前
掲
外
務
省
記
録
「
総
会

関
係　

第
五
巻
」）。

（
79
）
ユ
ネ
ス
コ
総
会
日
本
政
府
代
表
尾
高
朝
雄
「
社
会
科
学
部
門
事
業
計
画
の
審
議
状
況
」

（
前
掲
外
務
省
記
録
「
総
会
関
係　

第
五
巻
」）。

（
80
）
湯
川
教
授
は
当
初
参
加
を
辞
退
し
て
い
た
が
、
総
会
前
半
の
自
然
科
学
の
討
議
に
の

み
出
席
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
昭
和
二
七
年
一
〇
月
一
八
日
発
岡
崎
勝
男
外
務
大
臣

よ
り
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
島
津
久
大
総
領
事
宛
電
報
第
二
一
二
号
（
前
掲
外
務
省
記
録

「
総
会
関
係　

第
四
巻
」）。

（
81
）
前
掲
「
第
七
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
―
日
本
政
府
代
表
団
報
告
」
九
頁
。

（
82
）
湯
川
秀
樹
「
大
き
な
眼
で
世
界
を
見
よ　

新
春
雑
感
」（
一
九
五
三
年
一
月
四
日　

毎

日
新
聞
朝
刊
）。
更
に
、
ユ
ネ
ス
コ
で
は
一
九
六
六
年
以
来
世
界
遺
産
及
び
特
に
優
れ

た
功
績
を
残
し
た
人
物
や
歴
史
的
出
来
事
に
ち
な
ん
だ
「
ユ
ネ
ス
コ
記
念
メ
ダ
ル

（U
N
ESCO

　

Com
m
em
orative　

M
edals

）」
を
作
成
し
贈
呈
し
て
い
る
が
、

二
〇
〇
五
年
五
月
一
七
日
、
ユ
ネ
ス
コ
は
、
湯
川
秀
樹
博
士
の
「
記
念
メ
ダ
ル
」
を

ス
ミ
夫
人
に
贈
呈
し
た
。
そ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
同
博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
、
同
博
士
の
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
運
動
に
対
す
る
尽
力
、

一
九
五
七
―
五
八
年
の
日
本
国
内
委
員
会
委
員
な
ど
の
ユ
ネ
ス
コ
に
対
す
る
貢
献
が
、

そ
の
理
由
に
さ
れ
た
と
い
う
（
二
〇
〇
五
年
五
月
一
七
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
、
毎
日

新
聞
朝
刊
、
他
各
紙
）。

（『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
委
員
）


